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【反復性中耳炎】
反復性中耳炎のリスクファクター

林 達哉, 原渕保明



Ｉ

ＭＢＥＮＴ，５６：15-21,2005

◆特集・反復'|生中耳炎

反復1性中耳炎のリスクフアクターー
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IAlbstractl短期間のうちに急性中耳炎を繰り返す反復性中耳炎が増加し大きな問題となって

いる．中耳炎の反復化に関わるリスクファクターとして,①細菌抗原に対する免疫応答の未熟性，

②低年齢(2歳以下)，③短い母乳栄養期間,④集団保育児,⑤薬剤耐性菌の増加,⑥アレルギー

性鼻炎や副鼻腔炎の合併があげられる．これらの要因が相互に複雑に絡み合った結果として，反

復性中耳炎が成立していると考えられる．中でも薬剤耐性菌の増加は最も重大な因子であり，そ

れ以外のリスクファクターの組み合わせは薬剤耐性菌増加の増悪因子として作用する．我が国の

薬剤耐性菌はセフェム系抗菌薬の乱用が原因と考えられ，抗菌薬の適正使用により一度増加した

耐性菌を減らすことが可能である．リスクファクターを加味した治療戦略により耐性菌を減らし，

早期に反復化の芽を摘むことが重要である．

lKeywOrdsl反復性中耳炎(otitis-prone)，リスクファクター(riskfactor)，母乳栄養(breastfeed．
、

ing)，集団保育(day-care)，薬剤耐性菌(drug-resistantbacteria）

反復性中耳炎の定義

小児の急性中耳炎は耳鼻咽喉科の日常診療にお

いて最も頻繁に遭遇する疾患のひとつである．同

時に，治療に抵抗し短期間のうちに急性中耳炎を

反復する難治な症例が増加したことから，現在最

も注目を集める疾患のひとつであるとも言える．

一般的に反復性中耳炎の定義は，①６か月に４回

以上，②１年間に５回以上，または③２歳までに

5回以上の急性中耳炎に権患した場合，とされて

いる．反復性中耳炎の増加は，治療を受ける患者

およびその家族と治療を提供する医療者の双方に

とって大きな問題であり，耳鼻咽喉科医には疾患

に対する深い理解とそれに基づいた適切な対処，

治療が求められている．

反復化のリスクファクター

中耳炎の反復化に関わるリスクファクターとし

て,①細菌抗原に対する免疫応答の未熟性,②低

年齢(2歳以下)，③短い母乳栄養期間，④集団保

育児,⑤薬剤耐性菌の増加,⑥アレルギー性鼻炎

や副鼻腔炎の合併があげられる．これらの要因が

相互に複雑に絡み合った結果として，反復性中耳

炎が成立していると考えられる．

１．宿主側の要因

１）細菌抗原に対する免疫応答の未熟性

急性中耳炎では肺炎球菌(S・”e況獅0匁〃e)，

nontypeableインフルエンザ菌(Ｈ”7"e"zae)お

よびカタラーリス菌(〃.αz”油α姑)が３大起炎

菌として報告されている．反復'性中耳炎患児では

血清免疫グロブリン(IgG,ＩｇＭ,IgA)値は健康小

児と差がないことが報告されており，メジャーな

免疫不全は認められていない．しかし，肺炎球菌

莱膜多糖体,インフルエンザ菌Ｐ６蛋白,カタラー

リス菌ＣＤ蛋白などのあらゆる菌株に共通して存

在し感染防御抗体の標的になっている細菌抗原に
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